
ｅライブラリアドバンス

〜 ｅ ラ イ ブ ラ リ を 活 ⽤ し た P D C A サ イ ク ル 〜
清⽔中学校では、『⽣徒⼀⼈ひとりが課題意識を持ち、主体的に取り組める授業づくり』を研究主題に、深

く考え、表現できる⽣徒の育成を⽬指しています。今回は、授業改善のＰＤＣＡサイクルを軸に、ｅライブラ
リを活⽤している実践をご紹介します。

学習内容の予習に関連教材を出題
この⽇の橋本先⽣の授業は、予習と位置づけ、次

の学習内容に関連した２つの教材が先⽣から出題さ
れました。⽣徒は、計算⽤紙に途中式を丁寧に書き、
真剣に問題を解いています。「学習結果から個に応
じた課題が出題される点に加えて、特に数学では演
習問題の量が多く、とても良いです」と橋本先⽣。
課題が終わった⽣徒は、⾃ら既習内容の教材を開き、
最後まで集中して取り組んでいました。

ｅライブラリのドリルや確認テストは、既習内容の定着や予習、理解状況を確か
めるために活⽤しています。学習結果は、教科会で担当同⼠がクラスの理解状況を
確かめたり、気になる⽣徒の学習状況を個別に確かめたりして、傾向の分析や授業
計画、指導⽅法など授業改善に役⽴てています。今後は、⽣徒が家庭学習で学びの
ＰＤＣＡサイクルを循環できるよう指導していきたいと考えています。

インタビュー ｅライブラリを授業づくりのＰＤＣＡサイクル
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教科書ページ検索で試験範囲の総復習
町⽥先⽣の授業では、教科書のページ数から学習

教材を検索する「教科書ページ検索」を活⽤して、
試験範囲の総復習をしました。いろいろカード帳の
元素記号で学習した後、さらに単元別プリントで定
着を図ります。「まとめて答え合わせをするのでは
なく、１枚解き終わったら、必ず解答プリントを⾒
て丸つけをしましょう」と町⽥先⽣。すぐに丸つけ
をすることで、⾃分のつまずきをその場で気づかせ、
定着させることがねらいとのことです。▲ 教科書ページを⼊⼒して、試験範囲に絞る

２年の理科は、原⼦・分⼦から学習が始まるため、基礎的な内容が定着していな
いと次の内容に進めません。理科のいろいろカード帳は⼩・中学校の内容を反復学
習できるため、導⼊の５分間で定着しているかを確認するときに役⽴ちます。また、
プリント教材も良問が揃っていて、単元のまとめや実⼒テストに活⽤できるので、
教材準備の時間短縮にもつながっており、重宝しています。

インタビュー 検証の結果でわかった、理科での効果的な活⽤
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▲ 途中式を書いて問題を解く
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⼟佐清⽔市では、将来、⼦どもたちがデジタルのあふれている社会に出て、ＩＣ
Ｔを使いこなせるように、「デジタル社会へ向けた教育の推進」を⼤きな柱として
います。そのため、学校でも家庭でもＩＣＴを⽂房具と同じように積極的に活⽤し
てほしいと思っています。また、都会と⽐べると教育格差もあるので、デジタル教
材を効果的に活⽤して、この格差を是正していきたいと考えています。ｅライブラ
リは、学習結果から個に応じた問題が出題されるため、個別最適な学びが実現でき
ます。⼦どもたちも興味関⼼をもって取り組む姿も⾒られるようになりました。

インタビュー

デジタル社会への適応と教育格差の是正

ダウンロード学習で、⽣徒⼀⼈ひとりの学びを保障
昨年度の夏休みは、オフラインで学習できる、ダ

ウンロード学習を宿題として利⽤しました。イン
ターネットに接続できない環境の家庭へ、学びを保
障できたことをきっかけに、３学期からは、通常の
宿題に加え、国語・社会・数学・理科・英語の家庭
学習課題として運⽤を始め、本年度も継続しています。

▲ タブレットに教材をダウンロードして家庭で学習する

授業改善に向け、教員が⼀丸となって取り組む

ドリルで１０分間の補充学習
清⽔中学校では、学⼒向上を⽬指し、学校全体で

帰りの学活前の１０分間に補充学習を実施していま
す。各教科の先⽣がその⽇の授業で学習した内容に
沿って課題を出題し、翌週に１週間分の学習内容の
定着状況を確かめるテストを⾏います。ｅライブラ
リのドリルは、数学・理科・社会・英語で活⽤して
おり、⽣徒は基礎的な内容から順に⾃分のペースで
取り組んでいるとのことです。

本校では、『⾃⽴・協働・創造』を学校
教育⽬標に、「⼀⼈ひとりが課題意識を持
ち、主体的に取り組める授業づくり」を研
究主題とし、ＩＣＴを活⽤したさまざまな
取組をしています。特に⼒を⼊れているの
は、「授業改善」で、組織⼒向上のため、
複数の教員がそれぞれ３学年の教科を担当
する「縦持ち制」を取り⼊れています。
週１回の教科会と隔週の教科主任会を⾏い、

▲ ＩＣＴを⽂房具と同じように扱う

習熟させるために、授業や補充学習、家庭学習でｅライブラリを活⽤しています。昨年度より国語や数
学の成績に前向きな変化を感じています。
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 教科主任会（隔週）
 教科会（週１回）
 学習結果分析

 授業
 基礎タイム
⽉:社会 ⽕:数学
⽊:英語 ⾦:理科

 家庭での⾃主
学習課題を出題

 毎週⽔曜⽇に
定着状況確認の
テストを実施

ＰＤＣＡ
サイクル
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成績管理等で
学習状況を⾒取る

ドリルで学習

ダウンロード学習 確認テスト
または紙テスト

ｅライブラリを活⽤したＰＤＣＡサイクル

授業でＩＣＴを活⽤するタイミングや⽣徒の学習状況を共有した
り、指導の⽅向性について議論しながら、より良い授業の実現を
⽬指し、⽇々切磋琢磨しています。学習⾯では、基礎的な内容を


